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 要 旨 
目的： 

0.01％の血中アルコール濃度が交通外傷の重症度と関連しているかを分析することであ

る。 
方法： 

Fatality Analysis Reporting System を用いて、アメリカにおいて 1994 年から 2008 年

に起きた死亡交通事故 1495667 例を対象とし、血中アルコール濃度による運転者の重傷者

の割合を検討した。 
結果： 
事故強度は、ドライバーがほろ酔いの時でさえ有意に上昇し、他の交絡因子を調整し、

標準化後においても有意であった。３つのメカニズムがほろ酔い運転と高い事故強度と関

連した。酔っていないドライバーに比べてほろ酔いのドライバーは、有意にスピードを出

し、適切にシートベルトをせず、加害車両の運転をしていた。加えて、これらの３つの要

素と事故の重大性との間には、用量依存性の関連があった。血中アルコール濃度が高くな

ればなるほど平均スピードが上がり、事故の重大性も上がった。 
結論： 
生命に危険を及ぼすほどの交通事故は、血中アルコール濃度が現在のアメリカで上限と

している 0.08％よりもはるかに低い濃度で大きく増加した。法律の上限を下げる事が生命

を救う事となり、重大な外傷を予防し、交通事故関連の経済的・社会的コストを減少させ

ることになる。 

 




